
ＪＦ全漁連と東京大学がワークショップ開催 

テーマは「学生と若手漁師で考える日本漁業の将来」 

   

ＪＦ全漁連と東京大学大学院国際水産開発学研究室は10 月28 日、「学生と若手漁師 

で考える日本漁業の将来」をテーマにしたワークショップを東京大学本郷キャンパス 

内の中島董一郎記念ホールで共同開催した。 

 このワークショップは、自然を相手にし、確かなシナリオがない漁業において、

2015年９月の国連サミットで採択された「持続可能な開発目標」（ＳＤＧｓ）を実現

するための方向性を模索することを目的に開催したもの。学生のほか、若手漁業者を

代表してＪＦ全国漁青連の平山孝文会長と中村清作副会長、研究者からはデレーニ・

アリーン東北大学東北アジア研究センター准教授らが参加し、研究者が開発した水産

業と沿岸社会を模式化したボードゲームを用いて、現状の漁業の課題と日本漁業の将

来について考えた。 

 冒頭、主催者挨拶で八木信行東京大学大学院農学生命科学研究科教授が今回のワー 

クショップ開催の趣旨を説明した後、檜垣浩輔ＪＦ全漁連参事が「参加した皆さんに 

は、水産政策の改革を実践する漁師たちの『漁業や漁村地域をより良くしよう』とい

う思いを感じてほしい。そして、漁業現場の話を聞くことなどで、漁業の将来を考え

る機会にしてほしい」と述べた。 



 今回実施されたボードゲームは、中央水産研究所と（一社）Pine Tree、東京大学農 

学生命科学研究科の有志による共同チームが開発した。参加者がそれぞれ資源管理、 

社会雇用、女性の活躍、収入向上、高付加価値化などの目標を掲げ、漁獲、投資、資 

源回復等のフェーズを経て、その目標を達成していく。 

 ワークショップでは、ゲーム開発者の一人である杉野弘明東京大学大学院農学生命 

科学研究科助教がゲームのルールを説明した後、学生、若手漁業者、研究者らが６人 

×４グループに分かれ、１時間程度ゲームを行った。参加者はそれぞれが掲げた目標 

の達成に向け、いずれも真剣な表情でゲームに没頭した。 

 

【４グループに分かれてボードゲームが行われた】 

 ゲーム終了後、各グループから結果が報告され、八木教授、アリーン准教授らが講 

評を述べた。平山会長は「想定外のこともあり、現実と近いところもあった。このゲ

ームで改めて出資の仕方が大事だと思った」、中村副会長は「ボードゲーム上で漁場

の資源が減った時、自然発生的に資源回復に投資する人が増えた。これは現実にも起



こること」とそれぞれ講評した。 

 

【講評を述べる八木教授、平山会長、中村副会長（左から）】 

 このほか、ヨーロッパの漁業に詳しいアリーン准教授が登壇し、参加者の質問に答 

えた。資源管理に関しての質問に対して、アリーン教授は「日本ではＪＦの仕組み

が、資源管理の実践に効果的であるとともに、小規模漁業者が声を上げるために重要

な役割を果たしている」と評価した。 

 最後に平山会長は、「研究者の皆さんが持ムで改めて出資の仕方が大事だと思っ

た」、中村副会長は「ボードゲーム上で漁場の資源が減った時、自然発生的に資源回

復に投資する人が増えた。これは現実にも起こること」とそれぞれ講評した。 

 このほか、ヨーロッパの漁業に詳しいアリーン准教授が登壇し、参加者の質問に答 

えた。資源管理に関しての質問に対して、アリーン教授は「日本ではＪＦの仕組み



が、資源管理の実践に効果的であるとともに、小規模漁業者が声を上げるために重要

な役割を果たしている」と評価した。 

 

【参加者からの質問に答えるアリーン准教授】 

 最後に平山会長は、「研究者の皆さんが持つ情報は自分たちにとってもプラスにな

る。今すぐには役に立たなくても、未来の漁師の役に立つなら、喜んで学術研究に協

力したい。どんどん漁師を訪ねてほしい」と学生や研究者たちに呼びかけた。 


